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愛
南
ト
ピ
ッ
ク
ス

今
号
の
注
目
記
事

「
ぎ
ょ
し
ょ
く
」
の

　

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

第
2
回
愛
南
の
し
ず
く
コ
ン
ペ

町
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

愛
南
こ
み
ゅ
に
け
ー
し
ょ
ん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

あ
い
な
ん
掲
示
板

愛
は
南
か
ら

目
次

表
紙
の
写
真
コ
メ
ン
ト

紫
電
改
引
揚
げ
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
あ
い
な

ん
か
ら
の
祈
り
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

見
事
な
ば
ち
さ
ば
き
を
見
せ
て
く
れ
た
福
浦
小
学

校
の
「
風
の
子
太
鼓
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。

愛南トピックス

235616182122 4

「御荘サッカースクール」の子どもたちが、ニンジ
ニアスタジアム(松山市)で開催された愛媛FCの愛南
町マッチタウンでエスコートキッズを務めました。
(6/27)

劇団わらび座によるミュージカル「龍馬!」が、御
荘文化センターで公演されました。(6/25)

日本で唯一の現存機「紫電改」の引揚げ30周年を記
念した特別展示「あいなんからの祈り」。10月18日
まで開催しています。 (7/19)

僧都小学校の児童14名が、僧都川でアマゴ2000匹を
放流しました。(7/6)

24
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町
長
の
行
動

　

6
月
は
、
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

実
施
計
画
協
議
（
17
日
）、
町
人
権
教
育
協

議
会
総
会
（
17
日
）、
県
漁
業
信
用
基
金
協

会
総
会
（
18
日
、
松
山
市
）、
ヒ
ジ
キ
養
殖

事
業
化
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
（
18
日
、

松
山
市
）、
暴
力
追
放
J
U
M
I
N
大
会

（
20
日
）、県
土
地
改
良
建
設
協
議
会
（
24
日
、

松
山
市
）、
県
物
産
協
会
通
常
総
会
（
24
日
、

松
山
市
）、
南
宇
和
救
急
医
療
対
策
協
議
会

総
会
（
26
日
）、環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
28
日
）、

四
国
国
道
協
会
総
会
（
30
日
）
な
ど
に
出

席
し
ま
し
た
。

　

7
月
は
、
企
業
訪
問
（
3
日
、
大
阪
市
）、

南
宇
和
障
害
者
の
社
会
参
加
を
進
め
る
会

総
会
（
4
日
）、
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
総
会
（
6
日
、
松
山
市
）、
企
業
訪
問
（
8

日
、
今
治
市
）、
南
宇
和
地
区
林
材
業
振
興

協
議
会
総
会
（
9
日
）、
海
上
保
安
協
会
宇

和
島
支
部
総
会
（
10
日
、
宇
和
島
市
）、
宇

和
海
地
区
大
漁
排
出
油
等
防
除
協
議
会
定

例
会
（
10
日
、
宇
和
島
市
）、
国
土
交
通
大

臣
金
子
一
義
氏
を
囲
む
会
（
11
日
、
宇
和

島
市
）、
防
災
教
育
連
携
協
力
協
議
会
・
推

進
懇
談
会
（
12
日
）、
篠
山
観
光
開
発
協
議

会
総
会
（
13
日
、
宿
毛
市
）、
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
海
上
広
報
パ
レ
ー
ド
（
15
日
）、

南
宇
和
地
区
沿
岸
警
備
協
議
会
総
会
（
15

日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

今号の注目記事

(6/19)城辺保育所で「親子でいっしょに『ぎょしょ
くの日』」が開催されました。(P4参照)

(6/21)御荘文化センターで、「愛で紡ぐチャリ
ティーコンサート」が開催されました。ソプラノ歌
手の谷口礼

れ な

奈さんと愛南少年少女合唱団のみなさん
です。(P17参照)

(7/11)真珠養殖作業場(平碆 加幡仁
じ ん い ち

一さん)で珠入れ
作業を体験する愛媛大学の学生たちです。このあと
「愛南のしずくコンペ」最終審査に参加していただ
きました。(P5参照)

(6/15)放置船合同パトロールに参加した宇和島海上
保安部の巡視船「たかつき」から放置防止の呼びか
けを行いました。(P11参照)
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日
本
人
は
昔
か
ら
魚
を
た
く
さ
ん
食

べ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
日
本
人
の
魚

介
類
の
摂
取
量
は
減
少
し
続
け
て
い
ま

す
。「
食
」
を
軽
視
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
化
や
「
孤
食
」
の
増
加
な
ど
の

食
環
境
の
変
化
、
調
理
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
や
「
匂
い
」、
生
ゴ
ミ
の
処
理

な
ど
の
生
活
環
境
も
「
魚
離
れ
」
の
要

因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
不

飽
和
脂
肪
酸
（
E
P
A
、
D
H
A
）、

タ
ウ
リ
ン
（
ア
ミ
ノ
酸
）
が
、
高
血
圧

や
動
脈
硬
化
を
防
ぎ
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
、
ガ
ン
や
認
知
症
な
ど
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

D
H
A
は
記
憶
学
習
中
枢
を
構
成
す
る

主
要
な
物
質
で
、
日
本
人
の
子
ど
も
の

情
緒
が
比
較
的
安
定
し
、
知
能
指
数
が

高
い
の
も
魚
を
多
く
食
べ
て
い
た
た
め

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
魚
の
良
さ
を
見
直
し
、
消

費
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
、
水
産
業

の
振
興
に
不
可
欠
で
す
。
豊
か
な
海

に
恵
ま
れ
た
愛
南
町
で
は
、
基
幹
産

業
の
一
つ
で
あ
る
水
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
魚
を
は
じ
め
と
す
る
水

産
物
の
良
さ
を
見
直
し
、「
食
」
の

重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
『
ぎ
ょ
し
ょ
く
の
日
』

　

毎
月
19
日
の
「
食
育
の
日
」
に
あ

わ
せ
て
、
6
月
19
日
に
城
辺
保
育
所

で
「
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
『
ぎ
ょ
し
ょ

く
の
日
』」
が
開
催
さ
れ
、
園
児
や

保
護
者
約
2
0
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
生
き
て
い
る
魚
を
間
近
で
見
た

り
、
直
接
触
っ
て
み
た
り
し
て
本
物

の
魚
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て「
カ

ツ
オ
の
解
体
」
を
見
学
し
た
後
、
年

長
組
の
親
子
が
調
理
し
た
「
カ
ツ
オ

「
ぎ
ょ
し
ょ
く
」の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

特集

カ
レ
ー
」
を
園
児
全
員
で
食
べ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
ょ
シ
ョ
ッ
ク
出
前
講
座

　

6
月
26
日
に
は
城
辺
小
学
校
で

地
域
の
産
業
を
学
ぶ
学
習
と
し
て

「
ぎ
ょ
シ
ョ
ッ
ク
出
前
講
座
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
5
年
生
35
名
が

3
班
に
分
か
れ
、「
魚
職
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
重
さ
3
k
g
か
ら
5
k
g
の
模

型
の
カ
ツ
オ
を
使
っ
た
一
本
釣
り
に

挑
戦
、「
魚
蝕
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
30

種
類
以
上
の
生
の
魚
に
触
れ
、「
魚

色
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
カ
ツ
オ
の
三

枚
お
ろ
し
の
実
演
（
魚
色
）
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
魚
殖
講
座
」
で
は
、
愛
南

漁
業
青
年
漁
業
者
連
絡
協
議
会
の
濱

田
一か

ず

ふ

さ房
会
長
を
講
師
に
魚
類
養
殖
に

つ
い
て
の
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

「ぎょしょく教育」は、地域の水産業の生産・加工・流
通・消費までの一連の活動を総合的に学習しながら、食の
重要性を認識する水産版食育の教育システムです。

※
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来
春
の
成
人
式
記
念
品
決
定
!
「
第
2
回
愛
南
の
し
ず
く
コ
ン
ペ
」

特集

　

来
年
の
新
成
人

に
贈
る
真
珠
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
を

選
ぶ
「
愛
南
の

し
ず
く
（
真
珠

の
輝
き
）
コ
ン

ペ
」
の
最
終
審
査
が
DE
・
あ
・
い
・

21
で
行
わ
れ
、
高
木
香
緒
さ
ん
（
神

戸
市
）
の
「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
の

海
と
風
に
守
ら
れ
て
」
が
最
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
作

品
は
3
5
0
個
製
作
し
、
ネ
ッ
ク
レ

ス
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
し
て
、
新
成
人
に
贈
る
予
定
で

す
。

　

一
般
に
冠
婚
葬
祭
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
の
強
い
真
珠
で
す
が
、
こ
の
コ
ン

ペ
は
、
若
い
世
代
の
方
に
じ
か
に
真

珠
に
触
れ
て
も
ら
っ
て
、
よ
り
身
近

な
も
の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
い
、
真

珠
母
貝
養
殖
に
お
い
て
日
本
有
数

の
愛
南
町
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
54
点
の
応
募
が
あ
り
、

一
次
審
査
で
は
、
真
珠
販
売
業
者
や

彫
金
業
者
、
町
内
養
殖
業
者
な
ど
の

専
門
家
に
よ
り
、
募
集
要
項
を
満
た

し
て
い
る
か
、
大
量
生
産
が
可
能
か

な
ど
を
基
準
に
17
点
に
絞
り
込
み
ま

し
た
。
二
次
審
査
で
は
、
南
宇
和
高

校
3
年
生
2
1
9
名
に
よ
り
、
デ
ザ

イ
ン
の
人
気
を
基
準
に
9
点
に
絞
り

込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
審
査
で

は
、
大
学
や
専
門
学
校
の
学
生
に
よ

り
1
点
を
選
び
ま
し
た
。

　

今
回
審
査
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
愛
媛
大
学
や
愛
媛
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

の
学
生
38
名
で
、
熱
心
に
候
補
作
品

を
見
比
べ
て
選
考
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
生
か
ら
は
審
査
対
象
作
品

を
見
な
が
ら
、
「
愛
南
町
の
新
成
人

が
う
ら
や
ま
し
い
。
私
も
ほ
し
い
」

と
の
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
の
ほ
か
に
も
真
珠
の

挿
核
作
業
や
真
珠
を
使
っ
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
り
を
体
験
し
、
昼
食
で
は

愛
南
町
の
特
産
品
で
あ
る
鯛
や
ヒ
オ

ウ
ギ
貝
な
ど
を
使
っ
た
料
理
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
愛
南
町
の
魅

力
を
十
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南宇和高校生による 2次審査 学生による最終審査
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総
務
課
か
ら

暴
力
追
放

　
　

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
大
会
！

議
会
事
務
局
か
ら

平
成
21
年　

　

第
４
回
町
議
会
臨
時
会

議
会
事
務
局
か
ら

平
成
21
年　

　

第
２
回
町
議
会
定
例
会

生
涯
学
習
課
か
ら

モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
挑
戦
！

愛
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
９

  6/   

 11～19

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
平
和
で

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
「
暴
力
追
放
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
愛
媛
弁
護
士
会
民
事
介

入
暴
力
対
策
委
員
会
の
五ご

葉よ
う

明あ
き

徳の
り

弁

護
士
に
よ
る
「
現
在
の
民
暴
問
題
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
具
体
的

に
広
島
市
営
住
宅
の
事
例
を
挙
げ
、

暴
力
団
排
除
に
は
住
民
一
丸
と
な
っ

た
運
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

県
警
音
楽
隊
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
ス

テ
ー
ジ
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
被
害
届
け
を
す
ぐ
に
出

す
勇
気
」
「
要
求
を
き
っ
ぱ
り
断
る

勇
気
」
「
嫌
が
ら
せ
に
絶
対
に
負
け

な
い
勇
気
」
を
宣
言
し
、
暴
力
団
な

ど
の
反
社
会
勢
力
に
対
し
勇
気
と
誇

り
を
持
ち
、
町
と
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
排
除
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
「
己
の
限
界
に
挑
も

う
、
競
技
力
の
向
上
を
目
指
そ
う
」

を
合
言
葉
に
『
愛
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
０
９
』
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
10
日（
土
）
13
時
〜

場
所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場

種
目　

60
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
ボ
ー
ル
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
、
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
、
一
輪
車
競
争
、
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
、
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

問
い
合
わ
せ

愛
南
体
協
事
務
局　

生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
21
年

第
４
回
議
会
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
愛
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
の
１
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
21
年

第
２
回
議
会
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
始
め
に
清
水
町
長
が
「
議
員

全
員
協
議
会
で
、
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
情
報
通

信
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
方
針
を
承

認
し
て
い
た
だ
き
、
行
政
情
報
の
伝

達
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
、

難
視
聴
地
域
対
策
な
ど
非
常
に
大
き

な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
」
と

招
集
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
一
般
会
計
及
び
上
水
道

事
業
会
計
の
繰
越
計
算
書
の
報
告

の
後
、
教
職
員
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・

簡
易
水
道
特
別
会
計
・
旅
客
船
特
別

会
計
及
び
上
水
道
事
業
会
計
の
補
正

予
算
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
、
県
単
独
補
助
土
地
改
良
事
業

（
か
ん
が
い
排
水
）
の
実
施
に
つ
い

て
な
ど
、
計
９
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
に
辻 

清き
よ

志し

さ
ん
（
御
荘
平
城
）
が
推
薦
さ

れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
核

兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
国
際
条
約
締

結
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
つ
い

て
の
請
願
が
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
那
須
芳よ

し

人と

、
宮
下
一い

ち

郎ろ
う

、

草
木
原
由よ

し

幸ゆ
き

、
斎
藤
武た

け

俊と
し

、
田
口　

勝
ま
さ
る

、

西
口　

孝
た
か
し

、
増
元
久ひ

さ

男お

、
中
野
光み

つ

博ひ
ろ

の
８
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
公
開
に
は
２
か

月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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総
務
課
か
ら

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

環
境
衛
生
課
か
ら

ま
ち
を
き
れ
い
に
！

南
高
ク
リ
ー
ン
愛
媛
運
動
！

環
境
衛
生
課
か
ら

環
境
保
全
活
動
表
彰
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

㈶
四
国
電
気
保
安
協
会
か
ら

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

で
す
！

　

南
宇
和
高

校
の
全
校
生

徒
・
教
員
の

総
勢
７
０
５

名
で
、
「
ク

リ
ー
ン
愛
媛

運
動
」
の
一

環
行
事
と
し
て
御
荘
湾
河
口
及
び
僧

都
川
河
川
敷
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

地
元
の
川
を
自
分
た
ち
で
き
れ
い

に
し
よ
う
と
長
年
清
掃
活
動
を
し
て

い
る
「
蓮
乗
寺
川
を
き
れ
い
に
し
た

い
会
（
河
上
雅ま

さ

昭あ
き

代
表
）」
が
、
環

境
省
の
水
・
土
環
境
保
全
活
動
功

労
者
表
彰
（
水
・
大
気
環
境
局
長
表

彰
）
を
受

け
ま
し
た
。

平
成
11
年

に
蓮
乗
寺

地
区
の
有

志
に
よ
っ

て
始
ま
っ

た
こ
の
活

動
は
、
現
在

で
は
蓮
乗

寺
グ
ル
ー

プ
、
矢
の

町
グ
ル
ー
プ
、
中
町
グ
ル
ー
プ
、
川

遊
会
の
４
団
体
で
構
成
さ
れ
、
会
員

37
名
に
よ
っ
て
月
１
回
か
ら
２
回
、

蓮
乗
寺
川
流
域
約
1.2
㎞
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
曹
候
補
生（
非
任
期
制
自
衛
官
）

　

受
験
資
格

　
　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）、

　
　
　

18
歳
か
ら
26
歳
ま
で
の
方

　

受
付
期
間

　
　

８
月
１
日
〜
９
月
11
日

　

第
１
次
試
験
日　

９
月
19
日（
土
）

　

第
１
次
試
験
地　

宇
和
島
市
役
所

看
護
学
生（
自
衛
隊
病
院
看
護
師
）

　

夏
季
は
、
皮

膚
の
露
出
部
分

が
多
く
な
り
、

発
汗
に
よ
り
皮

膚
が
ぬ
れ
て
電

気
が
通
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
が
ち
で
、
感
電
な
ど
の
電
気
事

故
は
、
夏
季（
７
〜
９
月
）に
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
８
月
を
「
電
気
使
用

安
全
月
間
」
と
定
め
、
電
気
使
用
安

全
の
周
知
・
啓
発
の
た
め
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
電
気
安
全
講
習
会
の
開

催
、
電
気
設
備
の
点
検
や
不
良
設
備

の
改
修
促
進
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

電
気
製
品
を
取
り
扱
う
と
き
は
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

㈶
四
国
電
気
保
安
協
会
城
辺
事
業
所

（
℡
７
３
―

１
２
５
６
）

　

受
験
資
格

　
　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）、

　
　
　

18
歳
か
ら
23
歳
ま
で
の
方

　

受
付
期
間

　
　

９
月
７
日
〜
10
月
２
日

　

第
１
次
試
験
日　

10
月
24
日（
土
）

　

第
１
次
試
験
地

　
　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

　

詳
し
く
は
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
又
は
自
衛
隊
宇
和
島

地
域
事
務
所（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

各
学
年
で

そ
れ
ぞ
れ
受

け
持
ち
範
囲

を
定
め
て
、

ポ
イ
捨
て
ゴ

ミ
か
ら
自
転

車
な
ど
の
粗

大

ゴ

ミ

ま

で
、
お
よ
そ

２
ｔ
ダ
ン
プ

３
台
分
の
ゴ

ミ
を
回
収
し

ま
し
た
。

 7/
     7
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消
防
本
部
か
ら

平
成
21
年
度
危
険
物
取
扱

者
試
験（
後
期
）と
準
備
講

習
会
に
つ
い
て
！

消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

愛
南
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
！

建
設
課
か
ら

待
望
の
津
島
道
路
が
事
業
化
へ
！

環
境
衛
生
課
か
ら

広
域
農
道
清
掃

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

　

人
々
の
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
重
要
な
役
割
を
担
う
危
険
物
取

扱
者
の
国
家
試
験
が
、次
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
防
災
へ
の
専

門
的
知
識
と
技
術
を
要
す
る
資
格
試

験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

試
験
日　

10
月
25
日（
日
）  

10
時
〜

　

会
場　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県

立
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

　

願
書
受
付　

８
月
24
日（
月
）〜

　
　

            

９
月
３
日（
木
）必
着

　

試
験
種
類　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全

種
類
（
吉
田
会
場
は
乙
種
第
４

　

「
今
、
求
め
ら
れ
る
防
災
教
育
―

愛

南
教
育
の
展
開
に
よ
る
防
災
文
化
の

創
造
を
め
ざ
し
て
―

」
を
テ
ー
マ
に

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

徳
島
大
学 

村
上
仁ひ

と

士し

名
誉
教
授

の
「
地
域
に
ね
む
る
防
災
資
源
―

地

震
・
津
波
災
害
の
体
験
談
の
収
集
と

利
用
―

」
と
題
し
た
講
演
や
東
海
小

学
校
及
び
新
居
浜
市
多
喜
浜
小
学
校

の
防
災
学
習
成
果
発
表
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日（
日
）

   　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）

類
と
丙
種
の
２
種
類
）

　

受
験
料　

甲
種
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

乙
種
３
，４
０
０
円  

　
　
　
　
　

丙
種
２
，７
０
０
円

　

受
験
願
書　

愛
南
町
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

準
備
講
習
会

　

日
時　

９
月
25
日（
金
）、

　
　
　
　

９
月
26
日（
土
）の
２
日
間

　

会
場 

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

　

受
講
料　

会　

員
６
，３
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員
８
，８
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
代

　
　

法
令　

１
，４
０
０
円

　
　

実
務　

１
，４
０
０
円

　
　

問
題
集
１
，４
０
０
円

　
　

（
乙
種
第
４
類
の
場
合
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部 

（
℡
７
２
―

０
１
１
９
）

　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協

議
会（
会
長 

清
水
町
長
）と
吉
村
直な

お

城き

町
議
会
議
長
が
、
宇
和
島
市
の
Ｊ
Ａ

え
ひ
め
南
農
協
会
館
３
階
会
議
室
に

お
い
て
、
金
子
一か

ず

義よ
し

国
土
交
通
大
臣
、

山
本
公こ

う

一い
ち

衆
議
院
議
員
、
山
本
順

じ
ゅ
ん

三ぞ
う

参
議
院
議
員
、
木
村
昌ま

さ

司し

国
交
省
四

国
地
方
整
備
局
長
に
、
宇
和
島
市
岩

松
〜
愛
南
町
内
海
間
を
結
ぶ
「
津
島

道
路
」
の
早
期
事
業
化
と
愛
南
町
〜

高
知
県
宿
毛
間
の
整
備
計
画
の
早
期

明
確
化
に
よ
る
、
安
全
・
安
心
な
生

活
、
災
害
復
旧
、
救
急
医
療
活
動
を

確
保
す
る
「
命
の
道
」
と
し
て
の
「
四

国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備

要
望
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
席
上
で

金
子
大
臣

か
ら
「
今
年

度
中
の
事

業
化
を
木

村
局
長
に

本
日
指
示

し
ま
し
た
」

と
発
表
が

あ
り
ま
し

た
。

　

㈲
上
岡
産
業
の
社
員
の
皆
さ
ん
が

増
田
地
区
か
ら
緑
地
区
ま
で
の
広
域

農
道
沿
線
で
、
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル

 6/
   25

袋
な
ど
の

不
法
投
棄

ゴ
ミ
を
回

収
（
２
ｔ

ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
）

し
ま
し
た
。

 6/
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環
境
衛
生
課
か
ら

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
！

消防本部防災対策課から

木造住宅の耐震改修費用の一部を補助しています！

商
工
観
光
課
か
ら

自
然
保
護
活
動
表
彰
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

御
荘

文
化
セ

ン
タ
ー

で
、
自

然
と
の

共
生
を

考
え
る

「
愛
南
町
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
約
３
４
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
の
お
兄

さ
ん
で
、
明
治
大
学
理
工
学
部
教
授

の
北
野
大

ま
さ
る

さ
ん
の
「
マ
ー
兄
ち
ゃ
ん

の
や
さ
し
い
環
境
講
座
」
と
題
し
た

講
演
会
が
あ
り
、
芸
能
界
の
話
題
を

交
え
な
が
ら
親
し
み
や
す
く
、
楽
し

い
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
類
は
昔
か
ら
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
産
業
革
命
以
降
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

化
石
燃
料
へ
転
換
し
て
い
っ
た
こ

と
、
20
世
紀
の
百
年
間
に
44
億
人
と
い

う
爆
発
的
な
人
口
増
加
の
た
め
、
資
源

が
枯
渇
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら

は
再
び
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
わ
か

り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
や
環
境
問
題
は
地
球
的
か
つ

人
類
的
課
題
で
、
そ
の
克
服
に
は
国

や
行
政
だ
け
で
な
く
、
国
民
一
人
ひ

と
り
が
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

身
近
に
出
来
る
こ
と
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
愛
南

町
の
よ
り
良
い
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 7/
   11

耐震改修
耐震診断 耐震改修設計 耐震改修工事

補
助
対
象

①昭和56年5月31日
以前に着工された1戸
建ての木造住宅
②2階以下で延べ床面
積が500㎡以下
③専用住宅及び併用
住宅
※すべて該当のこと

①町の耐震診断補助
事業を受け、上部構
造評点の最小値が1.0
未満と診断されたも
の
②耐震改修設計で工
事後の上部構造評点
が1.0以上になるもの
※すべて該当のこと

①町の耐震改修設計補助
を受けたもの
②耐震改修工事後の上部
構造評点の最小値が1.0以
上になるもの
③月額所得が21万４千円
以下の世帯

※すべて該当のこと

算　

定

耐震診断費×2／3＝
補助金額
（上限2万円／棟を限
度）

耐震診断費×2／3＝
補助金額
（上限20万円／棟を限
度）

①耐震改修工事費×23％
×1／2＝補助金額

＋
②［耐震改修工事費－（耐
震改修工事費×23％×1
／2）］×1／2＝補助金額
①＋②＝合計の補助金額
（上限①、②共に60万円
及び32,600円／㎡）

　町では、木造住宅の耐震改修等費用の一部について補助して
います。耐震改修等を検討されている方は、お気軽に消防本部
防災対策課（℡７２－０１３１）にご相談ください。
受付期限　11月30日まで

　

久
良
小
学
校
（
岡
本
一い

っ

平ぺ
い

校
長 

竹
田
陸り

く

人と

児
童
会
長
）
が
、
多
年
に

わ
た
る
自
然
景
観
の
保
全
や
自
然

保
護
思
想
の
普
及
に
尽
く
し
た
と

し
て
、
県
自
然
保
護
協
会
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
久
良
小
学
校
で

は
、
児
童
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、

平
成
元
年
か
ら
５
、
６
年
生
を
中
心

に
「
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
」
の
天

嶬
の
鼻
周
辺
の
清
掃
活
動
を
年
二
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
自
然
保
護
指
導
員
と

し
て
、
長
く
活
動
さ
れ
て
い
る
田
中

啓け
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
正
木
）
に
も
県
知
事

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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保
健
福
祉
課
か
ら

い
い
歯
に
し
た
い
！
母
と
子

の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
！

保
健
福
祉
課
か
ら

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

皆
様
へ
！

　

〜
第
九
回
特
別
弔
慰
金
が

　
　
　
　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す
〜

保
健
福
祉
課
か
ら

口
か
ら
健
康
を
考
え
る
町
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
お
知
ら
せ
！

　

愛
媛
県
と
㈳
愛
媛
県
歯
科
医
師
会

主
催
の
「
第
58
回
母
と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
７
月
４
日
、
松

山
市
で
開
催
さ
れ
、
砂
田
昌あ

き

子こ

さ
ん

（
城
辺
甲
）、
美み

乃の

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

〔
わ
が
家
の
白
い
歯
自
慢
〕
特
に

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
食
後
の
歯
磨
き
と
、
お
や
つ
の

後
に
必
ず
お
茶
を
飲
む
か
、
う
が
い

を
す
る
よ
う
に
決
め
て
い
ま
す
。

対
象
者　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
て
い
た
方
が
、
平
成
17
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
て
、
平
成

21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

１
．
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹　

戦
没
者

等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
の
う
ち
、
平
成
21
年
４
月
１

日
に
お
い
て
婚
姻
し
て
い
た
と

し
て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い
な
い

方
、
ま
た
は
同
日
に
お
い
て
遺

族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し

て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

４
．
前
記
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹

※
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

な
い
方
や
戦
没
者
等
と
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
が
、
前
記
３

に
該
当
し
な
い
方

５
．
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　

額
面
24
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名

国
債

請
求
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

               

平
成
24
年
４
月
２
日

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ

り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

日
時　

８
月
22
日（
土
）
13
時
〜

会
場　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

　

「
歯
科
治
療
の
今
と
昔
」

烏え

帽ぼ

子し

田だ　

敬
た
か
し

先
生

　

「
８
０
２
０
運
動
と
第
３
の
歯
」

  

白し
ら

鳥と
り　

清き
よ

人と 

先
生

　

「
口
か
ら
健
康
に
な
ろ
う
！
」

 

三
好　

敬け
い

三ぞ
う 

先
生

　

「
口
の
中
に
出
来
る
病
気
」  

新し
ん

谷た
に　

　

悟
さ
と
る

先
生

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

沼
澤　

秀ひ
で

之ゆ
き 

先
生

そ
の
他　

参
加
無
料
。
先
着
３
０
０

名
に
お
口
の
健
康
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

　

講
演
会
終
了
後
、
お
口
の
無
料
検

診
、
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

主
催　

昭
和
大
学
歯
学
部

協
力　

歯
科
医
師
会
、
愛
南
町

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課
（
℡

７
２
―

１
２
１
２
）



谷本　昌
しょうた

太さん
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南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
大
南
水
研
か
ら
、

　
　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
」！

水
産
課
か
ら

沿
岸
の
放
置
船
、

　

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！

　

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
生
命
科
学
研
究
部
門 

に
お
い
て
研
究
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
谷
本
昌
太

と
申
し
ま
す
。
私
は
教
育
学
部
家
政
教
育
講
座
に

所
属
し
て
お
り
、
兼
務
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

教
育
学
部
で
は
主
に
家
庭
科
や
生
活
環
境
（
身
近

な
生
活
環
境
の
問
題
か
ら
地
球
温
暖
化
な
ど
地
球

規
模
の
問
題
ま
で
）
に
つ
い
て
学
ぶ
学
生
に
対
し

て
、
食
物
学
（
食
品
や
栄
養
な
ど
）
や
食
品
衛
生

学
（
食
中
毒
、
食
品
添
加
物
、
残
留
農
薬
な
ど
）

や
そ
れ
ら
に
関
す
る
実
験
や
教
育
法
（
教
え
方
）

を
教
え
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
愛
媛
大
学
に
来
て
ま
だ
２
年
目
で
、
前

職
は
広
島
県
立
総
合
技
術
研
究
所
食
品
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
（
愛
媛
県
で
は
産
業
技
術
研
究
所
）
で

研
究
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
方
が
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
の
内
容
は
県
内
の

中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
研
究
開
発
、
技

術
者
に
対
す
る
技
術
指
導
お
よ
び
依
頼
分
析
で
し

た
。
い
わ
ば
、
中
小
企
業
技
術
者
の
先
生
の
様
な

こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

専
門
は
食
物
学
の
中
で
も
食
品
科
学
、
食
品
加

工
学
、
醸
造
学
で
す
。
具
体
的
に
は
清
酒
や
水
産

食
品
（
か
ま
ぼ
こ
、
牡
蠣
、
煮
干
し
な
ど
）
を
対

象
（
お
酒
か
ら
お
つ
ま
み
ま
で
）
に
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
こ
と

な
ら
技
術
指
導
も
可
能
で
す
。
最
近
は
配
属
部
署

の
関
係
も
あ
っ
て
、
清
酒
に
関
す
る
研
究
を
中
心

に
行
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
愛
媛
大
学
へ
の
赴

任
を
機
に
水
産
食
品
の
研
究
に
も
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

南
予
（
特
に
愛
南
町
）
は
全
国
で
も
有
数
の
漁

業
地
域
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
水
産
業
に
お
い
て

も
、
食
品
加
工
技
術
は
、
商
品
の
付
加
価
値
を
高

め
た
り
、
未
利
用
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め

に
非
常
に
重
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
加
工
食
品

で
は
、
お
い
し
さ
に
加
え
て
、
そ
の
保
存
性
や
安

全
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
水
産

物
の
食
品
加
工
や
食
品
の
保
存
に
関
し
て
問
題
点

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
、
研
究
へ
と
発
展
し
、
願
わ

く
は
、
成
果
と
し
て
新
た
な
商
品
や
技
術
が
世
に

出
て
行
け
ば
幸
せ
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
の
沿
岸
や
海
中
な
ど
に
放
置
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
漁
船
や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

等
が
、
１
２
５
隻
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
愛
南
町
や
宇
和
島
海
上
保
安
部
、
愛
南

漁
協
な
ど
の
関
係
者
約
40
名
が
、
巡
視
船
「
た
か

つ
き
」
と
監
視
取
締
艇
「
け
ん
た
う
る
す
」
に
乗

船
し
、
御
荘
湾
か
ら
内
海
地
域
に
か
け
て
海
上
か

ら
放
置
防
止
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。

　

内
海
地
域
で

は
、
町
職
員
ら
が

所
有
者
に
撤
去
を

求
め
る
通
告
書
を

計
７
隻
の
放
置
船

に
貼
り
付
け
ま
し

た
。
所
有
者
か
ら

連
絡
が
無
い
場
合

に
は
、
海
上
保
安

部
な
ど
が
「
海
洋

汚
染
防
止
法
」
違

反
な
ど
で
摘
発
を

行
い
ま
す
。

愛
媛
大
学
に
着
任
し
て

 6/
   15
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環
境
衛
生
課
か
ら

８
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

町
民
課
か
ら

国
民
年
金
に
は
障
害
へ
の

保
障
が
あ
り
ま
す
！

保
健
福
祉
課
か
ら

お
や
つ
の
砂
糖
量
は
ス
テ
ィ
ッ

ク
シ
ュ
ガ
ー
３
本
分
ま
で
！

環
境
衛
生
課
か
ら

浄
化
槽
に
関
す
る
実
態
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

９
月
の
引
取
日
は
、

　

２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に

加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
・
け

が
で
一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
時
に
、
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
国
内
に
住
ん
で
い
る
間
に

初
診
日
が
あ
れ
ば
、
加
入
を
や
め
た

後
の
病
気
・
け
が
に
よ
る
も
の
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
間
」
の
う
ち
、
３
分

の
２
以
上
の
期
間
が
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
、
ま
た
は
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
で
あ
る
と
い
う
「
保
険

料
の
納
付
要
件
」
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

 

○
８
月
18
日（
火
） 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

砂
糖
３
本
分
は
、
「
お
や
つ
の
楽

　

県
で
は
、
県
内
の
浄
化
槽
の
設
置

状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
、
そ
の
業

務
を
㈳
愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
調
査
員

証
を
持
っ
た
調
査
員
が
個
別
に
訪
問

し
、
調
査
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

し
み
」
と
「
い
い
歯
に
し
た
い
」
の

両
方
を
考
え
て
、
日
本
歯
科
医
師
会

が
、子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
の
観
点
か

ら
算
出
し
た
砂
糖
量
で
す
。
コ
ッ
プ

１
杯
の
ジ
ュ
ー
ス
の
中
に
は
約
２
本

　

「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
」
は
、
原
則
と
し
て
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で

す
が
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
期
間

や
、
厚
生
年
金
等
か
ら
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
例
要
件
」
に
よ
っ
て
、平

成
28
年
３
月
ま
で
に
65
歳
未
満
で
初

診
日
が
あ
る
場
合
、初
診
日
の
あ
る
月

の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
の
す
べ
て

の
期
間
が
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま

願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

平
成
21
年
９
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
２
月

調
査
内
容　

浄
化
槽
の
有
無
、
保
守

点
検
、
清
掃
の
実
施
状
況
等

問
い
合
わ
せ　

㈳
愛
媛
県
浄
化
槽
管

理
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

２
６
６
１
）、
環
境
衛
生
課（
℡
７
２

―

７
３
１
６
）

た
は
、保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で

あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
記
の
「
３
分
の
２
要
件
」

「
特
例
要
件
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
初
診
日
の
後
に
保
険

料
を
納
め
た
と
し
て
も
、
資
格
要
件

を
満
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

又
は
、
各
支
所
住
民
福
祉
係

分
、３
５
０
㎖
の
コ
ー
ラ
飲
料
の
中
に

は
５
本
分
の
砂
糖
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

暑
い
季
節
、
の
ど
が
渇
い
た
ら
お

茶
や
水
を
飲
み
、
甘
い
飲
料
か
ら
遠

ざ
け
る
の
も
む
し
歯
予
防
で
す
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

認
知
症
を
学
び
、
地
域
で

支
え
よ
う
！

保
健
福
祉
課
か
ら

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

 

１　

認
知
症
を
理
解
す
る

 

②
認
知
症
の
症
状
と
は

■
〈
症
状
１
〉
記
憶
障
害

　

新
し
い
こ
と
が
記
憶
で
き
ず
に
、

先
ほ
ど
聞
い
た
こ
と
さ
え
思
い
出
せ

な
く
な
り
ま
す
。
更
に
病
気
が
進
行

す
れ
ば
、
覚
え
て
い
た
は
ず
の
記
憶

も
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

■
〈
症
状
２
〉
見
当
識
障
害

　

記
憶
障
害
と
並
ん
で
早
く
か
ら
現

れ
る
症
状

　

時
間
や
季
節
感
の
感
覚
が
薄
れ
る 

　

長
時
間
待
つ
と
か
、予
定
に
合
わ
せ

て
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
も
う
少
し
進
む
と
、
日
付
や
季

節
、
年
も
わ
か
ら
な
く
な
り
、
自
分
の

歳
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

迷
子
に
な
っ
た
り
、
遠
く
に
歩
い

て
い
こ
う
と
す
る　

初
め
は
周
囲
の

景
色
を
ヒ
ン
ト
に
間
違
え
ず
に
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
暗
い
と
迷
子

に
な
り
ま
す
。
進
行
す
る
と
、
近
所

で
迷
子
に
な
っ
た
り
、
夜
、
自
宅
の

ト
イ
レ
の
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
歩
い
て
い
け
そ

う
に
な
い
距
離
を
歩
い
て
出
か
け
よ

う
と
し
ま
す
。

　

人
間
関
係
の
見
当
識
は
か
な
り
進

行
し
て
か
ら　

進
行
す
る
と
、
自

分
の
年
齢
や
人
の
生
死
が
わ
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。
娘
に
対
し
、
姉
さ
ん

な
ど
と
呼
ん
で
家
族
を
混
乱
さ
せ
ま

す
。
随
分
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
人

に
会
い
に
遠
く
の
実
家
ま
で
歩
い
て

帰
ろ
う
と
す
る
人
も
い
ま
す
。

■
〈
症
状
３
〉
理
解
・
判
断
力
の
障
害

①
考
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
↓

時
間
を
か
け
れ
ば
自
分
な
り
の
結

論
を
出
せ
る

②
二
つ
以
上
の
こ
と
が
重
な
る
と
う

ま
く
処
理
で
き
な
く
な
る

③
些
細
な
変
化
、
い
つ
も
と
違
う
で

き
ご
と
で
混
乱
を
き
た
し
や
す
く

な
る

④
観
念
的
な
事
柄
と
、
現
実
的
、
具
体

的
な
事
柄
が
結
び
つ
か
な
く
な
る

目
に
見
え
な
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
理

解
で
き
な
い
（
自
動
販
売
機
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
な
ど
）

■
〈
症
状
４
〉
実
行
機
能
障
害

　

認
知
症
に
な
る
と
計
画
を
立
て

た
り
按
配
を
し
た
り
が
で
き
な
く

な
り
、
日
常
生
活
が
う
ま
く
進
ま
な

く
な
り
ま
す
。（
同
じ
も
の
ば
か
り

買
っ
て
く
る
、
調
理
の
手
順
が
わ
か

ら
な
い
な
ど
）
し
か
し
、
認
知
症
の

人
は
「
何
も
で
き
な
い
」
わ
け
で
は

な
く
、
誰
か
が
全
体
に
目
を
配
り
つ

つ
按
配
す
れ
ば
一
つ
一
つ
の
作
業
は

上
手
に
で
き
ま
す
。

■
〈
症
状
５
〉
感
情
表
現
の
変
化

　

認
知
症
の
人
は
時
と
し
て
周
囲
の

人
が
予
測
し
な
い
感
情
の
反
応
を
示

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
よ

る
症
状
の
た
め
周
囲
か
ら
の
刺
激
や

情
報
に
正
し
い
解
釈
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
認
知
症
の

症
状
や
行
動
が
わ
か
っ
て
い
る
と
、

少
な
く
と
も
本
人
に
と
っ
て
は
不
自

然
な
感
情
表
現
で
は
な
い
と
理
解
で

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

も
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
０
９
（
７
月
〜
９
月
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
・
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
で
配
付
し
て
い
る
サ

マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
ブ
ッ

ク
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
気
に
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ

の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
分
の
意
志
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し

く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
トhttp://nv.pref.ehim

e.jp/

を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

  

保
健
福
祉
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

窓
口
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
愛
媛

県
県
民
活
動
推
進
課
（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
０
５
）
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保
健
福
祉
課
か
ら

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
に
つ
い
て
！

保健事業のお知らせ（８月）

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

明
る
い
選
挙
、き
れ
い
な
選
挙
み
ん

な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

各種健（検）診
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

8月  3日 月 平城交流センター
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

8月  4日 火 節崎コミュニティー
センター

９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

8月  5日 水 西海町民会館
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

胃がん検診

8月  4日 火 東海公民館 ７：００～  ８：３０
8月  5日 水 深浦公民館 ７：００～  ８：３０
8月  6日 木 西海町民会館 ７：００～  ８：３０
8月  7日 金 内泊集会所 ７：００～  ８：３０
8月27日 木 城辺保健福祉センター ７：００～  ８：３０
8月28日 金 城辺保健福祉センター ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

8月17日 月 深浦公民館 １２：３０～１４：００
8月18日 火 東海公民館 １２：３０～１４：００
8月24日 月 家串公民館 １２：３０～１４：００
8月27日 木 上大道集会所 １３：００～１４：００
8月28日 金 篠山小学校体育館 １３：００～１４：００
8月31日 月 内海町民会館 １２：３０～１４：００

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

１歳６か月児健診 8月  4日 火
城辺保健福祉センター

H１９年１１月１日～１２月３１日生
３歳児健診 8月25日 火 H１８年  ５月１日～  ６月３０日生

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間
みるく広場 8月  7日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：３０
すくすく相談 8月12日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００
育児相談 8月19日 水 内海保健センター ９：３０～１１：３０
うみのこ広場 8月20日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０
みなみっ子 8月24日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 8月20日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

かるがも教室 8月23日 日 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
及
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の

現
況
届
及
び
所
得
状
況
届
の
受
付
を

下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど
の
場

所
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
の
で
、都
合

の
よ
い
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
資
格
者
に
は

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
程

　

８
月
５
日（
水
）

　
　

９
時
〜
17
時　

内
海
支
所

　

８
月
６
日（
木
）

　
　

９
時
〜
17
時　

西
海
支
所

　

８
月
７
日（
金
）

　

８
月
30
日（
日
）は
衆
議
院
議
員
総

選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
投
票
日
で
す

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

お
出
か
け
の
場
合
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
の
で
き

る
期
間
は
８
月
19
日（
水
）か
ら
８
月

29
日（
土
）ま
で
で
す
。
現
在
お
住
ま

い
の
地
域
の
本
庁
・
支
所
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
愛
南
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　
　

９
時
〜
17
時　

一
本
松
支
所

　

８
月
10
日（
月
）

　
　

９
時
〜
17
時　

御
荘
支
所

　

８
月
11
日（
火
）〜
19
日（
水
）

　
　

〔
土
・
日
は
除
く
〕

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
指
定
し
た
日
時
以
外
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

８
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

８・９月行事予定表

第１日曜日   2日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第２日曜日   9日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503

第３日曜日 16日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

第４日曜日 23日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第５日曜日 30日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

８月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

3期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
健
料

2期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

8/27

9/30

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
各
集
会
所

8/25

9/28

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

8/21

9/24

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

8/19

9/17

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

8/17

9/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、

満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

8/13

9/11

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

8/11

9/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

8/7

9/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

8/5

9/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

8/3

9/1

８、９月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

1 土

9：00～17：00
愛南サッカーフェスティバル
2009【中学生の部】

南レク城辺公園

9：30～15：00 スノーケリング探検隊in須ノ川（第２回） 須ノ川公園

10：30～16：00
シーカヤックワンデイ
由良ツアー（第１回）

須ノ川公園～
鯖網代（平碆）

18：00～21：00 愛南町城辺夏まつり 城辺商店街周辺

2 日

8：30～17：00
第26回四国西南地区
少年剣道大会

一本松交流
促進センター

9：00～17：00
愛南サッカーフェスティバル
2009【中学生の部】

南レク城辺公園

9：30～15：00 スノーケリング探検隊in須ノ川（第３回） 須ノ川公園

10：30～16：00
シーカヤックワンデイ
由良ツアー（第２回）

須ノ川公園～
鯖網代（平碆）

3 月
8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所
9：00～12：00 ２００９体験学習『シーボ－ンアート教室』 正木公民館

4 火
8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所
10：00～18：30 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

5 水
8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所
10：00～18：30 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

6 木 10：00～18：30 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

7 金
9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2009【高校生の部】

南レク城辺
公園芝球技場

10：00～18：30 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

8 土
9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2009【高校生の部】

南レク城辺
公園芝球技場

10：00～18：30 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

9 日
9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2009【高校生の部】

南レク城辺
公園芝球技場

10：00～18：30 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

10 月
8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所
10：00～18：30 愛いっぱい愛南産直市 三越松山店

12 水
8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所
13：00～15：00 行政相談 町内各地域

14 金 8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所

16 日 19：00～21：00 海中公園まつり 西海町民会館前広場

17 月 8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所

19 水 8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所

20 木 13：00～15：30 人権相談 城の辺学習館

21 金

8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所

16：00～21：00 愛南町御荘夏まつり
平城商店街及び
観栄橋下河川敷

19：30～21：00 同和問題学習会「つくし会」 大森文化会館

22 土

8：30～17：00
第37回四国王座壮年
軟式野球愛媛県予選

南レク3号
城辺球場

9：00～16：00
第5回愛南町スポーツ
少年大会相撲競技

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター相撲場

13：00～17：00 防災学習児童・保護者等交流事業 東海地区
13：30～15：00 第2回生涯学習講座 御荘文化センター

23 日
13：00～16：00 防災フォーラム 御荘文化センター
14：00～15：00 作って遊ぼう 御荘夢創造館

24 月 8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所

26 水 8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所

28 金
8：30～13：30 子育てひろば 御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター
19：30～21：00 人権・同和教育基礎講座 御荘文化センター大研修室

31 月 8：30～13：30 子育てひろば 御荘保育所

９月

3 木 14：00～15：30 認知症介護教室 貝塚集会所

6 日 9：00～15：30 第19回どろんこサッカー大会
篠山小中学
校体育館横

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地域

10 木 10：00～17：00
平成21年第3回
愛南町議会定例会

愛南町役場議場

12 土 9：30～15：30 第3回愛南ウォッチング 八幡浜市
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に け ー し ょ ん

7/4

　DE・あ・い・21で、毎年恒例の「DE・あ・い・七夕まつり」が開催されました。特設ステー

ジでは高校生から壮年グループによるアマチュアバンド5組の演奏があり、イベントを盛り

上げてくれました。夜市ではカツオのハンバーグや「由良の媛っ子地鶏」の焼き鳥など特産

品が出品され、館内では巨大そうめん流しやスイカ割りなどが行われました。晴天に恵ま

れたこの日は、約450名の来場者で大いに賑わいました。

DE・あ・い・七夕まつり

　

先
日
、
第
1
回
目
の
愛
南
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

参
加
し
て
、
内
海
地
域
の
海
岸
集
落
を
探
検
し

ま
し
た
。
由
良
半
島
の
自
然
は
豊
か
で
、
す
べ

て
の
も
の
を
穏
や
か
に
包
み
込
み
、
人
の
心
を

再
生
さ
せ
る
魅
力
あ
る
「
ふ
る
さ
と
」
だ
と
思

い
ま
す
。

　

家
串
の
「
内
海
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
真
珠
貝
養
殖
の
資
材
が
そ
の
ま
ま
使
え

る
ヒ
ジ
キ
の
養
殖
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
産

業
が
低
迷
す
る
愛
南
町
に
あ
っ
て
、
新
産
業
と

し
て
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　

家
串
公
民
館
で
は
、
由
良
の
鼻
に
あ
る
戦
争

遺
跡
「
由
良
衛
所
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
豊
後
水
道
に
侵
入
す
る
敵
の
潜
水
艦

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、
各
種
遺
構
が
広
大
な
跡
地
と
と
も
に
現
存

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
藤
田
儲し

ょ

ぞ

う三
講
師
に
よ
る

と
、
多
く
の
労
力
を
か
け
て
建
設
し
た
も
の

の
、
実
際
に
は
戦
争
に
役
に
立
た
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
戦
争
の
愚
か
し
さ
を
改
め
て
知

り
ま
し
た
。

「
愛
南
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加
し
て
」

家串若宮神社

浦和家墓所

網代魚類製造家屋
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広
報
編
集
委
員 

橋
本
百も

も

よ代(

蓮
乗
寺)

　

午
後
か
ら
は
、
網
代
の
魚
類
製
造
家
屋
と
浦

和
家
の
墓
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
漁
業
で
巨
万

の
富
を
築
い
た
浦
和
家
は
す
で
に
網
代
に
は
な

く
、
歴
史
の
儚(

は
か
な)

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

歴
史
の
光
と
陰
を
伝
え
る
こ
の
建
物
は
、
ぜ
ひ

後
世
に
残
し
た
い
も
の
で
す
。

　

昼
食
は
持
参
し
た
弁
当
を
頬
張
り
な
が
ら
、

初
夏
の
ル
ビ
ー
と
言
わ
れ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
お

す
そ
わ
け
を
い
た
だ
い
た
の
も
思
い
出
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
参
加
者
の
布
山
信の

ぶ

こ子
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加
し
た
感
想
は
ー

「
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
新
し
い
友
達
が
出
来

て
良
か
っ
た
で
す
。
」

　

愛
南
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま

す
。
私
た
ち
の
知
ら
な
い
愛
南
町
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
新
し

い
愛
南
町
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。



広報　　　　　　　　平成21年8月号17

愛 南 こ み ゅ

　深浦小学校の全校児童22人を対象に、深浦地区の歴史を歩

いて学ぶ「ふるさと深浦再発見ウォッチング」が行われました。

案内役は、同地区の老人クラブ(橋本憲
の り ゆ き

之会長)と行政協力員の

有志の皆さんです。児童は、自分たちの身近にはあっても普段は

知ることがない地区の歴史の説明について、熱心に耳を傾けて

いました。また、最後に深浦公民館では、昔話交流会が開かれ、

深浦地域婦人会(藤田啓
け い こ

子会長)が手作りしたおやつを食べなが

ら、お年寄りから昔の遊びや暮らしについての話を聞いたり、質

問をしたりして、お年寄りと交流を深めながら楽しいひとときを

過ごしました。

6/18

　一本松女性団体連絡協議会(森岡眞
ま ゆ み

由美代表)等22名が、オレンジ

ロード(国道56号線)沿いの花壇や一本松公民館の花壇などに、ポー

チュウカやファリナセアなど約3500本の

草花を植えました。

　また午後からは、篠山中学校生徒教職

員等21名が、正木地区の県道沿い花壇

に、花と夢咲く県境の町推進委員会(二神

紀
き く お

久雄代表)の指導により、ヒャクニチソ

ウなど700本の草花を植えました。

歩いて学ぼう!ふるさとの歴史 深浦公民館6/18

　広報あいなん6月号でご紹介した、本町緑出身の谷口礼
れ な

奈さんの「愛

で紡ぐチャリティーコンサート」が、御荘文化センターで開催されました。

　第一部では「この道」、「朧月夜」など心に残る日本の歌を、第二部で

はオペラ「ジャンニ・スキッキ」より数曲を、素敵な歌声で披露していただ

きました。

　小さい頃から歌うことが大好きだった谷口さん。小学校の時に歌のテ

ストで声がひっくり返ってしまい、みんなに笑われて自信をな

くしたこともありましたが、当時の担任の先生に「声がひっ

くり返るのは歌がうまくなっている証拠よ」とはげまして

もらい、それが歌手をめざすきっかけとなったそうです。

　これからも子どもたちが、谷口さんのように夢をもって

育つことのできる愛南町であり続けたいものです。

愛で紡ぐチャリティーコンサート6/21 

わたしも裁判員!?正木公民館生涯学習講座6/26
　正木公民館で「夏季の生涯学習講座」の一環として、松山地

方検察庁の職員を講師に招き、初めて裁判員制度の学習会が

開催されました。篠山中学校生徒9名と地元婦人会や老人クラ

ブなど約40名が参加し、制度の目的や裁判員となるまでの流

れ、裁判員となった場合などアニメーションを使ったわかりや

すい説明に、熱心に耳を傾けていました。

まちを花いっぱいに!
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ク
ロ
ッ
ケ
ー
で
親
睦
を
!

6/　
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ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

元気いっぱい！
　

南
レ
ク
御
荘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
「
第
13
回
愛
南
町
ク
ロ
ッ
ケ
ー
親
睦
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
計
27

チ
ー
ム
83
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
楽
し
く
プ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

優
勝 

中
川
C  
準
優
勝 

中
浦
A  

第
3
位 

僧
都
B
・
中
浦
B

か
っ
と
ば
せ
!
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6/　
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南
レ
ク
御
荘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
高
学
年
の
部
に
6
チ
ー
ム
、

低
学
年
の
部
に
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
4
回
愛
南
町
小
学
生
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

低
学
年
の
部 

優
勝 

東
海
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

高
学
年
の
部 

優
勝 

平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

低学年の部優勝
東海ソフトボールクラブ

　

宇
和
島
、
高
知
な
ど
か
ら
31
チ
ー
ム
約
1
6
0
名
が
参
加
し
て
、
城
辺
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
「
第
17
回
城
辺
剣
道
練
成

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
始
め
に
、
南
宇
和
剣
道
会
の
児
島
哉な

お

や也
先
生
か
ら
、
竹
刀
の
構
え
方
な
ど
の
基
本
動
作
や
姿
勢

に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
、
そ
の
後
の
試
合
で
は
、
選
手
の
声
が
響
き
合
う
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

個
人
戦

　

1
・
2
年
生
男
女
の
部　

優
勝 

藤
田
治は

る

き希
（
深
浦
）
、
準
優
勝 

藤
田
脩し

ゅ

う

と人
（
深
浦
）
、
3
位 

本
多
琢た

く

ま馬
（
久
良
）

　

3
年
生
男
子
の
部　
　
　

準
優
勝 

佐
野
寿と

し

ゆ

き幸
（
平
城
）
、
3
位 

本
多
和か

ず

き樹
（
平
城
）

　

4
年
生
男
子
の
部　
　
　

優
勝 

二
神 

啓け

い

（
一
本
松
）
、
3
位 

吉
田
大た

い

せ

い晟
（
西
浦
）

　

3
・
4
年
生
女
子
の
部　

優
勝 

二
神
明あ

す

み

日
美
（
一
本
松
）
、
準
優
勝 

入
江
美み

う羽
（
城
辺
）
、
3
位 

藤
田
茉ま

ひ

ろ央
（
深
浦
）

　

5
年
生
男
子
の
部　
　
　

3
位 

山
本
怜れ

い

じ司
（
平
城
）
、
本
田
遼

り

ょ

う

す

け佑
（
平
城
）

低学年の部優勝
深浦スポーツ少年団

剣
技
を
競
え
!
城
辺
剣
道
練
成
大
会

6/　
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高学年の部優勝
平城スポーツ少年団

優勝 
中川 Cチーム
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南宇和
剣道会長賞

久德真
ま こ

子さん
( 城辺子供剣道会 )

小学生の部で優勝した南宇和剣道会 A　

屋
内
プ
ー
ル
で
ヨ
ッ
ト
体
験
!

6/　
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御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
業
務
用
扇
風
機
8
台
を
使
っ
て
プ
ー
ル
で
の
O
P
ヨ
ッ
ト

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
海
洋
ク
ラ
ブ
員
な
ど
15
名
が
、
ヨ
ッ
ト
の
乗
り
方
や
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

5
・
6
年
生
女
子
の
部　

優
勝 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）
、
3
位 

中
井
亜あ

き紀
（
一
本
松
）

　

6
年
生
男
子
の
部　
　
　

優
勝 

岡
本
雄ゆ

う

ひ飛
（
深
浦
）
、
2
位 

川
村

一
郎
（
深
浦
）
、
3
位 

二
神
大ひ

ろ

や也
（
一
本
松
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
下
晋し

ん

の

す

け

之
介
（
深
浦
）

団
体
戦

　

低
学
年
の
部　

優
勝 

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
3
位 

一
本
松
剣
道
会

　

高
学
年
の
部　

優
勝 

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A
、
準
優
勝 

一
本
松
剣
道
会

　

南
宇
和
剣
道
会
長
賞  

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
子
供
剣
道
会
）

南
予
の
ミ
ニ
バ
ス
大
会
で
大
活
躍
!
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宇
和
島
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
柴
田
杯
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ク

ラ
ブ
が
南
予
の
強
豪
チ
ー
ム
を
破
り
初
め
て
優
勝
し
ま
し
た
。

10
年
ぶ
り
の
優
勝
!
愛
媛
県
少
年
剣
道
大
会

6/　

 28

　

愛
媛
県
武
道
館
で
「
第
41
回
愛
媛
県
少
年
剣
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
に
お

い
て
、
南
宇
和
剣
道
会
A
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
男
子
の

部
及
び
女
子
の
部
で
は
惜
し
く
も
準
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
3
位
と
い
う
好
成
績
を
残
し

ま
し
た
。

高学年の部優勝
深浦スポーツ少年団 A

優勝 平城スポーツ少年団ミニバスクラブ

じ

ょ

う

い

ち

ろ

う
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四
国
西
南
地
区
水
泳
競
技
大
会

7/　

 4

　

御
荘
B
&
G
体
育
館
で
「
第
4
回
愛
南
町
9
人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
5
チ
ー
ム
約
50
名
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
】

優
勝 

パ
ッ
シ
ョ
ン

熱
戦
!
9
人
制
女
子
バ
レ
ー
大
会

7/　

 5

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
小
中
学
校
や
宇
和
島
市
な
ど
か
ら
、
22
団
体
、
約
2
7
0
名
が
参
加
し
て

「
平
成
21
年
度
B
&
G
会
長
賞
四
国
西
南
地
区
水
泳
競
技
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
町
内
選
手
で
1
位
入
賞
の
大
会
新
記
録
の
み
掲
載
】

個
人
の
部

 

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
（
小
学
1
・
2
年
生
女
子
の
部
） 

山
本
音と

わ羽
（
平
城
小
） 

1
分
42
秒
13

 

25
メ
ー
ト
ル
自
由
形
（
小
学
1
・
2
年
生
男
子
の
部
） 

藤
田
治は

る

き希
（
深
浦
ス
ポ
少
） 

21
秒
58

 

1
0
0
m
平
泳
ぎ
（
中
学
生
男
子
の
部
） 

 
 

浅
海
佑ゆ

う

き吉
（
御
荘
中
） 

1
分
16
秒
17

 

25
m
バ
タ
フ
ラ
イ
（
小
学
生
5
・
6
年
生
女
子
の
部
） 

大
戸
芙ふ

き記
（
城
辺
小
）       

16
秒
58

 

2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
（
中
学
生
男
子
の
部
） 

 

浅
海
佑ゆ

う

き吉
（
御
荘
中
） 

2
分
26
秒
14

 

50
m
背
泳
ぎ
（
小
学
1
・
2
年
生
女
子
の
部
） 
 

山
本
音と

わ羽
（
平
城
小
）       

46
秒
70

 

50
m
平
泳
ぎ
（
小
学
1
・
2
年
生
女
子
の
部
） 
 

山
本
音と

わ羽
（
平
城
小
）       

57
秒
74

 

50
m
バ
タ
フ
ラ
イ
（
中
学
生
男
子
の
部
） 
 

　
　
　

浅
海
佑ゆ

う

き吉
（
御
荘
中
）       

29
秒
71

団
体
の
部

 

準
優
勝 

平
城
小
学
校

　

南
レ
ク
城
辺
球
場
で
、
県
内
各
地
か
ら
計
45
チ
ー
ム
2
5
4
名
が
集
ま
り
、
「
第
19
回
南
レ
ク 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
愛
媛
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
に
先
だ
ち
、
6
月
20
日
、
21
日
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
3
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
レ
デ
ィ

ス
交
歓
大
会
」
で
、
5
位
に
入
賞
し
た
浅
野
多か

ず

こ子
さ
ん
に
対
し
て
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
レ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
媛
大
会

7/　

 5

優勝 パッション

宮城県で開催された全国大会で
5位入賞の浅野さん
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東海
保育所

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

一本松
保育所

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 8月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００
火・木   ８：００～１３：００

園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：３０～１３：３０
園庭・ホール開放 火・木   ８：３０～１３：３０
育児（電話）相談 月～金   ８：３０～１７：１５

出張ひろば「うみの子」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０

 

●12日(水)～16日(日)まで
お休みします。 

●18日(火)世代間交流はミ
ニ夏まつりの予定です。   

 ●28日(金)
10:00～11:30
親子水泳教室
B&G海洋センター

●20日(木)
10:30～11:30 
親子スイミング
B&G海洋センター

正木
保育所
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
！

南
宇
和
高
校
か
ら

「
平
成
21
年
度
南
宇
和
高
等
学
校
同

窓
会
総
会
」の
お
知
ら
せ
！

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を

亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
遺
児
の
方
々
を
対
象
に

「
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

実
施
地
域　

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
④
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑤
中
国
⑥
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑦
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島 

⑧
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
⑨
パ
ラ
オ
諸
島
⑩
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑫
ミ
ャ
ン
マ
ー
⑬
沖
縄 

⑭
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑮
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島 

⑯
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

費
用　

賛
助
金
と
し
て
10
万
円
（
沖
縄
は
５
万

円
）

問
い
合
わ
せ　

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係 

（
℡
０
３
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１
）

◆
篠
南
川
柳
会

雨
の
日
も
風
の
日
も
無
き
親
つ
ば
め　
　
　
　

良
子

休
ま
な
い
鼓
動
に
感
謝
明
日
が
あ
る　
　
　
　

保
美

ま
あ
ー
長
い
何
度
か
け
て
も
話
し
中　
　
　
　

幸
枝

叩
い
た
ら
、
い
ぬ
る
、
い
ん
じ
ゃ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

困
っ
ち
ょ
る　

マ
ッ
チ
坊

お
迎
え
の
来
る
迄
余
生
楽
し
も
う　
　
　
　
　

す
み
子

敬
老
会
今
日
は
主
役
で
迎
え
ら
れ　
　
　
　
　

千
代
子

へ
そ
曲
り
何
と
言
っ
て
も
自
分
流　
　
　
　
　

由
紀
子

光
る
だ
け
雷
様
の
リ
ハ
ー
サ
ル　
　
　
　
　
　

芝
田

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
手
作
り
の
味
包
み
こ
む　
　

京
子

帰
っ
た
ら
犬
と
猫
と
が
ま
ず
迎
え　
　
　
　
　

清
子

蓋
取
れ
ば
美
味
し
い
匂
い
部
屋
一
っ
ぱ
い　
　

善
子

蓋
あ
け
て
な
ん
だ
今
夜
も
竹
の
子
か　
　
　
　

お
か
の

◆
内
海
俳
句
会

合
併
し
夏
鴬
を
競
わ
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　

好
岡
東
明
子

守や

宮も
り

来
て
老
の
生た

つ

き活
を
確
た
し
か

め
り

青
田
は
や
水
の
寝
息
に
神か

霊み

や
ど
る　
　
　
　

太
田
信
子

緑
蔭
に
老
ゆ
く
日
々
を
も
て
あ
ま
す

通
り
雨
右
往
左
往
と
蟻
惑
う　
　
　
　
　
　
　

ほ
た
る
草

土
曜
市
両
手
に
さ
げ
る
重
さ
持
つ

亦ま
た

の
世
で
逢
瀬
の
あ
り
や
蒼
野
逝
く　
　
　
　

岩
森
十
志
子

緑
峰
に
呼
べ
ば
ひ
と
り
の
世
の
如
し

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

撓
み
た
る
枝
そ
の
先
は
土
に
触
れ
表
年
ら
し
梅
は
鈴
生
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

病
み
上
が
り
の
友
梅
干
を
作
る
と
言
ふ
に
手
伝
わ
ん
か
な
と
坂
の
径
行
く　
　
　
　
　

井
村　
　

操

午
後
の
会
に
出
ん
と
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び
い
る
間
卵
焼
き
し
て
夫
の
待
ち
を
り　
　
　
　

扇
野
八
代
生

老
い
づ
き
て
気
力
の
無
き
に
今
朝
も
ま
た
旅
行
ガ
イ
ド
を
と
く
と
見
て
を
り　
　
　
　

國
松　

幸
枝

帰
り
来
て
馴
れ
し
ベ
ッ
ト
に
天
井
の
椎
の
木
目
の
親
し
か
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

香

痛
み
に
耐
え
足
曳
き
歩
め
ど
生
か
さ
れ
て
歌
会
に
来
し
幸
せ
思
う
も　
　
　
　
　
　
　

田
中
久
二
恵

山
頭
火
の
終
の
住
処
に
咲
き
し
花
思
い
出
し
つ
つ
十
薬
を
摘
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

知
子

ど
れ
ほ
ど
も
着
る
こ
と
無
か
り
し
若
き
日
の
羽
織
を
今
日
は
思
い
切
り
て
解
く　
　
　

松
本
マ
ス
子

つ
や
や
か
な
ピ
ー
マ
ン
胡
瓜
の
初
な
り
の
小
さ
き
を
椀
ぐ
小
さ
な
菜
園　
　
　
　
　
　

水
野
美
代
子

鈴
生
れ
る
枇
杷
の
実
熟
れ
て
雨
不
足
の
梅
雨
知
ら
ぬ
げ
に
峡
は
賑
わ
う　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

梅
雨
晴
れ
の
真
白
き
雲
を
見
よ
と
言
い
心
晴
れ
る
と
妻
の
誘
い
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘

　

次
の
と
お
り
「
南
宇
和
高
等
学
校
同
窓
会
総

会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日（
金
）
18
時
〜　

場
所　

サ
ン
パ
ー
ル

※
当
日
、
会
費
２
，
０
０
０
円
を
集
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）に問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
  ９月８日（火）14時～16時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ８月８日（土）・２６日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

引
揚
者
の
皆
様
へ

終
戦
当
時
の
引
揚
者
に
対
し
て
の
通
貨
・
証
券
の

返
還
に
つ
い
て
！

（６月受付分）

（６月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

旧日本銀行券 通帳・小切手

　

税
関
で
は
終
戦
当
時
の
引
揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨

（
紙
幣
）
や
証
券
な
ど
を
返
還
し
て
お
り
ま
す
の
で
心
当
た
り

の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

が
、
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
な
ど
に

お
預
け
に
な
っ
た
通
貨
や
証
券
な
ど

◎
海
外
の
引
き
揚
げ
終
結
地
の
総
領
事
館

で
お
預
け
に
な
っ
た
通
貨
や
証
券
な
ど

※
ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

松
山
税
関
支
署

（
℡
０
８
９
―

９
５
１
―

０
３
０
１)

松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
５
４)

地区名 子の名 保護者

御荘平城 樋　口　あ　い 和
かず

至
よし

福　　浦 和　田　結
ゆ り あ

倫愛 昌
まさ

則
のり

魚 神 山 吉　田　偲
し

　記
き

丈
たけ

拡
ひろ

城 辺 甲 浅　井　優
ゆう

　那
な

隆
たか

宏
ひろ

城 辺 甲 越　智　たくり 貴
たか

紀
き

広　　見 布　山　結
ゆう

　椛
か

新
しん

悟
ご

御荘平城 尾　﨑　心
ここ

　美
み

伊
い く お

久夫

久　　家 和　田　愛
あい

　音
ね

諭
さとし

一 本 松 田　中　匠
しょうじろう

治郎 宏
ひろ

一
かず

城 辺 甲 渡　邊　紗
さ

　希
き

真
ま さ る

佐留

御荘長月 稲　田　帆
ほ の か

乃佳 直
なお

喜
き

地区名 亡くなった方 享年

柏 山　本　國
くに

　夫
お

74歳

中　　川 本　多　利
とし

　子
こ

93歳

柏 河　野　トシヱ 91歳

中　　川 亀　井　喜
き

馬
ま

一
いち

83歳

御荘長月 西　家　行
ゆき

　政
まさ

76歳

城 辺 甲 山　口　イトヱ 79歳

岩　　水 鈴　木　カツコ 85歳

増　　田 福　島　恭
きょう

  造
ぞう

81歳

柏 若　井　ツルヱ 98歳

御荘菊川 岡　﨑　シゲ子
こ

77歳

鯆　　越 田　下　甚
じん

　一
いち

83歳

城 辺 甲 安　岡　八
や え こ

江子 81歳

大 成 川 北　川　キミヱ 95歳

一 本 松 新　田　松
まつ

　枝
え

92歳

魚 神 山 西　本　名
な

美
み

市
いち

79歳

御荘和口 中　川　知
とも

　子
こ

30歳

城 辺 甲 安　森　千
ち

　明
あき

66歳

城 辺 甲 稲　田　仲
なか

　一
いち

91歳

御荘和口 中　尾　達
たつ

　雄
お

80歳

久　　家 赤　壁　正
まさ

　義
よし

86歳

麦 ヶ 浦   吉　澤　　　久
ひさし

54歳

御荘平城 山　下　四
し

　郎
ろう

93歳

広　　見 中　尾　ミチ子
こ

75歳

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　脳神経外科 

　　　　　　　森原　啓
ひろ

文
ふみ

　先生

　４月に着任いたしました脳神経
外科の森原です。前勤務地は市立
宇和島病院でした。当科では脳出
血・脳梗塞等を主とした脳血管障
害・脳腫瘍・てんかん・頭痛・顔
面けいれん等、多岐にわたる疾患
を対象として診療にあたっており
ます。高齢者に認められることの多い、正常圧水頭症、
慢性硬膜下血腫等に対しても診断・治療を行っておりま
す。また近隣医療機関とも密に連絡を取り合い、よりよ
い医療環境の提供に尽力いたす所存です。お気軽に相談
いただけましたらと存じます。緑と自然豊かな当地で人
情溢れる方々に囲まれ、当地域の医療に少しでも役立て
ればと考えております。今後ともよろしくお願い申し上
げます。
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　7月 22 日には 46 年ぶり

に日本で見られる皆既日食

がありました。愛南町でも

部分日食が見られるはずで

したが、残念ながら天候は

悪く、はっきりと見ること

が出来ませんでした。それ

でも日食の時間にはうっす

らと暗くなり、雲間から三

日月のように欠けた太陽を

かすかに見ることが出来ま

した。

　日食には、月の見た目の

直径が太陽より大きく、太

陽の全体が隠される皆既日

食と、月の外側に太陽がは

み出して、細い光輪状に見

える金環日食があります。

今後 30 年間に日本で見ら

れる日食として、2012 年

5 月 21 日に九州南部から

南東北までの太平洋岸で見

られる金環日食、2030 年

6 月 1 日に北海道全域で見

られる金環日食、2035 年

9 月 2 日に北陸から関東に

かけて見られる皆既日食が

あります。次こそは宇宙の

神秘を体験したいもので

す。

愛南町の人口
（平成２１年７月１日現在）

世帯数　11,061 戸　
人口　   25,943 人
　男　   12,123 人
　女      13,820 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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　奈良県で行われる全国高等学校総合体育

大会陸上競技大会に、南宇和高校 3年生の

猪野寛
ひ ろ あ き

晃くんが「やり投」に、吉田 裕
ゆ う

くん

が「円盤投」に、大島旺
お う き

起くんが「八種競技」

にそれぞれ出場します。

　また、京都府で行われる全国高等学校総

合体育大会相撲競技大会には、同校 2年生

の小松功
こ う だ い

大くんが個人戦に、愛南町出身で

津島高校 3年生の岩城信
の ぶ ゆ き

幸くん ( 御荘平城 )

が、団体戦に出場します。皆さんのご健闘

をお祈りします。

南宇和高校 猪野くん、吉田くん、大島くん

南宇和高校 小松くん

津島高校 岩城くん


